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公益社団法人日本青年会議所 
副会頭 井川 直樹 

「地域の誇り」復活推進グループ担当常任理事 矢口 健一 
「地域の誇り」復活推進会議 議長 村上 豪英 

 
「東日本大震災」ＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）対策支援 

青少年事業の募集について 
 

拝啓 盛夏の候、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は公益社団法人日本青年会議所に

格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 さて、この度の東日本大震災では、目に見える被害だけでなく、震災の恐怖から見えない心の傷が深

く確認されています。阪神・淡路大震災の時も多くの青少年を中心にＰＴＳＤの症状により復興を遂げ

た後、何年も苦しみ続けた現実がありました。 
そこで、次代を担う青少年たちの心の傷を少しでも軽減できるよう、各地会員会議所の青少年事業に

ＰＴＳＤ対策を導入していただき、ご賛同いただけますようお願い申し上げます。 
敬具 

 
記 

【対象事業】貴会員会議所が現在予定されている青少年事業 
【対象期間】事業の開催期間が、２０１１年 ７月２８日（木）～１２月３１日（土）のもの。 
【対象費用】今回の事業にかかる参加費・交通費・宿泊費は日本ＪＣが負担します。 

※費用は、事業を主催する青年会議所に事業終了後、お支払いします。 
【申込期間】２０１１年 ６月 １日（水）～ ９月２３日（金） 

※各地会員会議所より、日本青年会議所へのお申込み期間 
 
【内容】 
貴会員会議所が開催を予定されている青少年事業に被災地の子どもたちも参加をさせていただくという

ものです。地震や津波を経験し、死と直面することにより心に大きな衝撃を受けた被災地の子供たちと

皆様の地域の子どもたちとで開催をしていただきたいのです。 
子どもたちの交流が、明るく、元気で、笑顔を生み出すものと考えています。そうすることで外傷記憶

を薄め、後々にＰＴＳＤが発症しないよう、軽減できることに繋がります。 
【お問合せ先】 

担当者：「地域の誇り」復活推進会議   
総括幹事 吉森 直紀（よしもり なおき） 
０９０－１０２０－２０６７   naoki1978yoshi@yahoo.co.jp 

以上 


